歴史（第２講）

· 古代の医学・哲学（紀元前後）

· ヒポクラテス…医学の祖、精気説、B.C.5~4世紀

　　精気説：呼吸によって体内に取り入れられる「精気」を「生命」や「こころ」の担い手とする。

四体液説：「からだ」を構成する４つの液体（血液、粘液、黒胆汁、黄胆汁）を仮定。これらの体液のバランスにより、どのような性格になるか決まると唱えた。
自然を構成する４つの根（火、水、土、空気－エンペドクレス）の考えを受けて考えられた。体液類型説の原型。
· ガレノス…体液類型説、２世紀

　　体液類型説：四体液説の影響を受け、それらに対応する４つの気質(多血質、粘液質、憂鬱質、胆汁質)を仮定した。この考えは後の心理学における「性格類型」に影響を及ぼした。
· アリストテレス…こころ＝生命、B.C.4世紀

　　身体はアニマ（機能）を補完する

→以後はキリスト教的世界観に基づく精神の説明がなされるようになり、

これらの思想は断絶

· 近世哲学

· デカルト…生得説、物心二元論、16~17世紀

　　「こころ」は生得的なもの

　　物である身体と「こころ」を明確に区別

　　身体は「機械」…こころが身体を、松果体を通じて、動物精気を介して操作している

· J．ロック…経験論、連合、17~18世紀

　　生後すぐの人はタブラ＝ラサ（白紙）で、経験により精神がつくられていく
· 感覚生理学

· ヨハネス＝ミューラー…特殊神経エネルギー説、19世紀

　　神経が匂い等を受容し、エネルギーに変換して脳の所定の部分に伝達。
　　（エネルギー＝電気信号であることまではわからなかった）

　　一定の感覚を司る神経は刺激の種類にかかわらず特定の感覚を生じる。
· ボン＝ヘルムホルツ…三色説、無意識的推論、19世紀

　　三色説…目の中には赤、青、緑をそれぞれ知覚できる三種の細胞があり、

これらの配合バランスで多彩な色に見える

無意識的推論…感覚器で捉えた情報をそのまま認識しているのでなく、脳の中　　　　　
　　　　　　　で無意識に行われた推論がそれを補完している

（ex.目で見る映像は二次元なのに、何故我々は三次元と認識するのか？）

· 心理物理学（第四講参照）
· ウェーバー…ウェーバーの法則、18~19世紀

　　重さの弁別…重さが何％増えたかが知覚の手がかりとなる

· フェヒナー…フェヒナーの法則、心理物理学的測定法、19世紀

· 実験心理学…帰納的な学問へ（ゲシュタルト心理学とは真逆）
· ヴィルヘルム＝ヴント…内観法、要素主義、19~20世紀

　　内観法：自分の意識を自己観察する。

　　　　要素主義：意識により区切られた事物しか見られない。　
· ウィリアム＝ジェームス…意識・注意、機能主義、19~20世紀

· 精神分析学…精神病の治療・分析

· ジークムント＝フロイト…汎性欲説、自由連想法、
　　　　　　　　　　　　超自我・エゴ・エス（イド）19~20世紀

　 汎性欲説：人間行動の根源をリビドー（＝性欲）に置く考え方。　

自由連想法：精神疾患の治療法、患者に思いつくままに語らせる。　
· ユング…外向／内向性、コンプレックス、19~20世紀

　　自我・意識・自己

· ゲシュタルト心理学…全体像を研究対象に

· ゲシュタルト＝要素に還元できないもののかたまり

　　　　　　　　　　　　　　 全体像の把握は要素と要素の相互作用による

· ウェルトハイマー…運動視、仮現運動、19~20世紀

　 仮現運動：EX.パラパラまんが
・ケーラー…洞察、問題解決、19~20世紀

　　　　学習と試行錯誤

· 行動主義…精神は研究の対象とすることはできないとし、行動のみを
　　　　　　　研究の対象とする

・ワトソン…S–R結合、経験主義、19~20世紀

S-R結合：客観的に確かめられる刺激（Stimulus)とそれに対する反応（Response）との結合関係。

経験主義：ex.恐怖条件づけ：

	□実験　　　　　赤ちゃんは白いウサギに興味を持っていた

　　　　　　　                 ↓

白いネズミを見せて、同時に大きな音を鳴らす（これを繰り返す）

　　　　　　　                 ↓

白いウサギ・ネズミをみると回避行動をとるようになる。




· スキナー…オペラント条件づけ（第八講を参照）、20世紀

· 認知心理学…コンピュータ、工学言語の利用

· ピアジェ…認知機能の発展段階説（人間はある一定の年齢に達すまでは「相手　　　　

の立場に立って」ものを考えることができない
· ミラー…マジカルナンバー7±2（人間の短期記憶の限界、第九講参照）
· チョムスキー…生成文法理論（言語の習得には、人間が生まれつき持つ「文法

　　　　　　　モジュール」が必要）
· ネイサー…認知機能の情報処理モデル（頭の中は複雑なので、モデル化して考える）
　
· 認知神経科学…「こころ」は神経活動の表れ、MRI、「光トポグラフィ」、21世紀の新領域

· ヒューベル＆ウィーゼル…視覚神経応答：物を見るとき、脳は特殊な働きをしている
・スペリー＆ガザニガ…分離脳
· スクワイア…記憶システム
生理（第３講）
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· ニューロン

・樹状突起…信号入力部位

・細胞体…入力信号統合部位

・軸索…信号伝導経路

· 軸索終末…信号出力部位

· 神経系

· 中枢神経系…脳、脊髄
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/
a2 g
¥ o5
E

s ik



[image: image43.png][Ty

At0sE



末梢神経系　　　　　　　　体性神経…運動／感覚神経
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　　　　　　　　　　　 　　　自律神経…交感／副交感神経

（交感神経→瞳孔の拡大、血圧の上昇など…要するに、「闘争」のときに働くと考えればよい、副交感神経はその逆）

· 脳の区分

· 大脳…大脳皮質、基底核（「学習」に関わる）、辺縁系（「記憶」に関わる）

· 間脳…視床、視床下部

· 脳幹…中脳、橋、延髄

· 小脳

· 大脳皮質

大脳の両半球をとりまく表面。細胞体の集合。多数の回・溝がある（表面積を増やすため）。
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　　　　　　　前頭葉（感情・思考）／頭頂葉（体性感覚・空間認知）／側頭葉（聴覚、音声・文字の意味内容理解、顔の認知）／後頭葉（視覚）

· 側性化
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右半球…身体の左側、左視野を統御

· 左半球…身体の右側、右視野を統御、言語使用（第１０講、第１２講参照）
· 左視野は左目のことではなく、視界の左半分のこと

	· 実験　分離脳患者＝右脳と左脳を繋ぐ部分（脳梁）を治療のために切除した患者

　　　　　分離脳患者の左視野に「ハット」右視野に「バンド」という文字を見せる

　　　　　「なんと書いてありますか？」と問うと「バンド」しか答えられない

　　　　　しかし「この中で何が書いてありましたか？」といって様々な物を見せると、

　　　　　ちゃんとハットも選び取ることができる



· 機能局在（第１２講も参照のこと）

脳の様々な機能を司る部位は個別にある。

· 骨相学…１９世紀。頭蓋骨の形から脳のどの部分かどの役割を果たしているか

突き止めようとした。

· 認知神経科学…MRIなどの技術によって脳の断面を見ることが出来るようになった。
· 膜電位
ここはちょっと生物選択者意外には難しいかもしれないので、ねちっこく説明します。まず、細胞膜は、「チャンネル」と呼ばれるものを通して、イオンを中に入れることが出来ます。平常、ナトリウムイオンを取り込む「ナトリウムチャンネル」は閉じていて、カリウムイオンを取り込む「カリウムチャンネル」は開いていて、ナトリウムイオンは受け入れず、カリウムイオンのみを受容する仕組みとなっています。これを細胞膜の選択的透過性といいます。この仕組みのため、平常、細胞の中にはカリウムイオンが多く、外にはナトリウムイオンが多く存在しています。通常イオンは濃度勾配に従って移動します。つまり、濃度が大きい方から小さい方へと移動する力が働きます。そのため、細胞内にたくさんあるカリウムイオンは、本来なら細胞の外へ出ていってしまいます。しかし、イオンはもう一つ、電位勾配に従って移動する性質があります。つまり、＋から－へ移動します。だから、細胞内が－ならば、今度は逆にカリウムイオンが細胞内へ入ろうとする力が働きます。この濃度勾配と電位勾配のバランスが釣り合った状態を膜電位（静止膜電位）といいます。膜電位は通常－60mvです。

· 活動電位
というわけで細胞は常に－60mvを保っているわけですが、興奮が入力されるとこの状況が変化します。これを活動電位と呼びます。細胞に刺激が入力されると、普段は閉じているナトリウムチャンネルが一時的に開きます。これによってナトリウムイオンが細胞内へ流入（またカリウムイオンが細胞外へ流出）し細胞内が＋に荷電すると、さらに多くのナトリウムチャンネルが開きます。これを延々と繰り返していきますが、電位が＋40mvまで達すると、今度はナトリウムチャンネルがどんどん閉じていき、ついには通常の状態に戻ります。この＋40mvが活動電位です。

[image: image1.jpg]mv
+40

~
overshoot





　　刺激があまりに弱い場合、活動電位は発生しませんが、逆に刺激がどんなに強かろうと、活動電位が＋40mvを超えることはありません。つまり、ある一定の数値（＝閾値）以上の刺激を与えれば、必ず＋40mvの活動電位が発生します。これを全か無かの法則といいます。つまり電位の大きさから興奮の大きさを判断することは出来ないわけで、興奮の大きさは電位の発生頻度により判断することになります。

　　　活動電位が発生すると、その刺激を受けて隣の細胞にも活動電位が発生します。それを受けてさらに隣の…というように、バケツリレーの要領で、活動電位は軸索に沿って減衰せずに伝導していきます。

　　　またこれはあまり重要ではないのですが、神経には髄鞘というもので覆われた有髄神経と、覆われていない無髄神経の二種類があります。髄鞘は絶縁体の役割を果たしていて、有髄神経においては、髄鞘に覆われた部分をジャンプして電気が移動することになります。これを跳躍伝導といいます。このため、有髄神経は無髄神経より伝導のスピードが速まります。
· シナプス伝達
と、ニューロンの内部ではこのようにして刺激が伝えられるわけですが、異なるニューロンの間では伝達の方法が異なります。電気刺激ではなく神経伝達物質という化学物質によって刺激の伝達が行われるのです。このため、電気による伝導ではできないような複雑な情報処理が可能となります。（たとえば、先方の細胞の興奮を受けて、後方の細胞では興奮を抑制するなど）。以下、その過程を説明します。

興奮がシナプス（神経細胞同士が結合する部位）にまで達すると、カルシウムイオンが膜内に流入する。すると、神経伝達物質を膜内に含んだシナプス小胞が細胞膜の内部に接着して破裂し、神経伝達物質がシナプス間隙（シナプスとシナプスの間）に放出される。放出された神経伝達物質は後細胞の受容体に結合し、それを受けて後細胞に活動電位が発生する。
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注意：ニューロン内部での伝導は両方向性だが、シナプス間での伝達は一方通行である。

　　　何気なく使い分けているが、ニューロン内部では伝導、シナプス間では伝達という。

生理（第３講）
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· ニューロン

・樹状突起…信号入力部位

・細胞体…入力信号統合部位

・軸索…信号伝導経路

· 軸索終末…信号出力部位

· 神経系

· 中枢神経系…脳、脊髄
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[image: image49.png]


末梢神経系　　　　　　　　体性神経…運動／感覚神経
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　　　　　　　　　　　 　　　自律神経…交感／副交感神経

（交感神経→瞳孔の拡大、血圧の上昇など…要するに、「闘争」のときに働くと考えればよい、副交感神経はその逆）

· 脳の区分

· 大脳…大脳皮質、基底核（「学習」に関わる）、辺縁系（「記憶」に関わる）

· 間脳…視床、視床下部

· 脳幹…中脳、橋、延髄

· 小脳

· 大脳皮質

大脳の両半球をとりまく表面。細胞体の集合。多数の回・溝がある（表面積を増やすため）。
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　　　　　　　前頭葉（感情・思考）／頭頂葉（体性感覚・空間認知）／側頭葉（聴覚、音声・文字の意味内容理解、顔の認知）／後頭葉（視覚）

· 側性化

· [image: image52.png]


右半球…身体の左側、左視野を統御

· 左半球…身体の右側、右視野を統御、言語使用（第１０講、第１２講参照）
· 左視野は左目のことではなく、視界の左半分のこと

	· 実験　分離脳患者＝右脳と左脳を繋ぐ部分（脳梁）を治療のために切除した患者

　　　　　分離脳患者の左視野に「ハット」右視野に「バンド」という文字を見せる

　　　　　「なんと書いてありますか？」と問うと「バンド」しか答えられない

　　　　　しかし「この中で何が書いてありましたか？」といって様々な物を見せると、

　　　　　ちゃんとハットも選び取ることができる



· 機能局在（第１２講も参照のこと）

脳の様々な機能を司る部位は個別にある。

· 骨相学…１９世紀。頭蓋骨の形から脳のどの部分かどの役割を果たしているか

突き止めようとした。

· 認知神経科学…MRIなどの技術によって脳の断面を見ることが出来るようになった。
· 膜電位
ここはちょっと生物選択者意外には難しいかもしれないので、ねちっこく説明します。まず、細胞膜は、「チャンネル」と呼ばれるものを通して、イオンを中に入れることが出来ます。平常、ナトリウムイオンを取り込む「ナトリウムチャンネル」は閉じていて、カリウムイオンを取り込む「カリウムチャンネル」は開いていて、ナトリウムイオンは受け入れず、カリウムイオンのみを受容する仕組みとなっています。これを細胞膜の選択的透過性といいます。この仕組みのため、平常、細胞の中にはカリウムイオンが多く、外にはナトリウムイオンが多く存在しています。通常イオンは濃度勾配に従って移動します。つまり、濃度が大きい方から小さい方へと移動する力が働きます。そのため、細胞内にたくさんあるカリウムイオンは、本来なら細胞の外へ出ていってしまいます。しかし、イオンはもう一つ、電位勾配に従って移動する性質があります。つまり、＋から－へ移動します。だから、細胞内が－ならば、今度は逆にカリウムイオンが細胞内へ入ろうとする力が働きます。この濃度勾配と電位勾配のバランスが釣り合った状態を膜電位（静止膜電位）といいます。膜電位は通常－60mvです。

· 活動電位
というわけで細胞は常に－60mvを保っているわけですが、興奮が入力されるとこの状況が変化します。これを活動電位と呼びます。細胞に刺激が入力されると、普段は閉じているナトリウムチャンネルが一時的に開きます。これによってナトリウムイオンが細胞内へ流入（またカリウムイオンが細胞外へ流出）し細胞内が＋に荷電すると、さらに多くのナトリウムチャンネルが開きます。これを延々と繰り返していきますが、電位が＋40mvまで達すると、今度はナトリウムチャンネルがどんどん閉じていき、ついには通常の状態に戻ります。この＋40mvが活動電位です。
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　　刺激があまりに弱い場合、活動電位は発生しませんが、逆に刺激がどんなに強かろうと、活動電位が＋40mvを超えることはありません。つまり、ある一定の数値（＝閾値）以上の刺激を与えれば、必ず＋40mvの活動電位が発生します。これを全か無かの法則といいます。つまり電位の大きさから興奮の大きさを判断することは出来ないわけで、興奮の大きさは電位の発生頻度により判断することになります。

　　　活動電位が発生すると、その刺激を受けて隣の細胞にも活動電位が発生します。それを受けてさらに隣の…というように、バケツリレーの要領で、活動電位は軸索に沿って減衰せずに伝導していきます。

　　　またこれはあまり重要ではないのですが、神経には髄鞘というもので覆われた有髄神経と、覆われていない無髄神経の二種類があります。髄鞘は絶縁体の役割を果たしていて、有髄神経においては、髄鞘に覆われた部分をジャンプして電気が移動することになります。これを跳躍伝導といいます。このため、有髄神経は無髄神経より伝導のスピードが速まります。
· シナプス伝達
と、ニューロンの内部ではこのようにして刺激が伝えられるわけですが、異なるニューロンの間では伝達の方法が異なります。電気刺激ではなく神経伝達物質という化学物質によって刺激の伝達が行われるのです。このため、電気による伝導ではできないような複雑な情報処理が可能となります。（たとえば、先方の細胞の興奮を受けて、後方の細胞では興奮を抑制するなど）。以下、その過程を説明します。

興奮がシナプス（神経細胞同士が結合する部位）にまで達すると、カルシウムイオンが膜内に流入する。すると、神経伝達物質を膜内に含んだシナプス小胞が細胞膜の内部に接着して破裂し、神経伝達物質がシナプス間隙（シナプスとシナプスの間）に放出される。放出された神経伝達物質は後細胞の受容体に結合し、それを受けて後細胞に活動電位が発生する。
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注意：ニューロン内部での伝導は両方向性だが、シナプス間での伝達は一方通行である。

　　　何気なく使い分けているが、ニューロン内部では伝導、シナプス間では伝達という。

生理（第３講）

· ニューロン

・樹状突起…信号入力部位

・細胞体…入力信号統合部位

・軸索…信号伝導経路

· 軸索終末…信号出力部位

· 神経系

· 中枢神経系…脳、脊髄

· 末梢神経系　　　　　　　　体性神経…運動／感覚神経

　　　　　　　　　　　 　　　自律神経…交感／副交感神経

（交感神経→瞳孔の拡大、血圧の上昇など…要するに、「闘争」のときに働くと考えればよい、副交感神経はその逆）

· 脳の区分

· 大脳…大脳皮質、基底核（「学習」に関わる）、辺縁系（「記憶」に関わる）

· 間脳…視床、視床下部

· 脳幹…中脳、橋、延髄

· 小脳

· 大脳皮質

大脳の両半球をとりまく表面。細胞体の集合。多数の回・溝がある（表面積を増やすため）。

　　　　　　　前頭葉（感情・思考）／頭頂葉（体性感覚・空間認知）／側頭葉（聴覚、音声・文字の意味内容理解、顔の認知）／後頭葉（視覚）

· 側性化

· 右半球…身体の左側、左視野を統御

· 左半球…身体の右側、右視野を統御、言語使用（第１０講、第１２講参照）
· 左視野は左目のことではなく、視界の左半分のこと

	· 実験　分離脳患者＝右脳と左脳を繋ぐ部分（脳梁）を治療のために切除した患者

　　　　　分離脳患者の左視野に「ハット」右視野に「バンド」という文字を見せる

　　　　　「なんと書いてありますか？」と問うと「バンド」しか答えられない

　　　　　しかし「この中で何が書いてありましたか？」といって様々な物を見せると、

　　　　　ちゃんとハットも選び取ることができる



· 機能局在（第１２講も参照のこと）

脳の様々な機能を司る部位は個別にある。

· 骨相学…１９世紀。頭蓋骨の形から脳のどの部分かどの役割を果たしているか

突き止めようとした。

· 認知神経科学…MRIなどの技術によって脳の断面を見ることが出来るようになった。
· 膜電位
ここはちょっと生物選択者意外には難しいかもしれないので、ねちっこく説明します。まず、細胞膜は、「チャンネル」と呼ばれるものを通して、イオンを中に入れることが出来ます。平常、ナトリウムイオンを取り込む「ナトリウムチャンネル」は閉じていて、カリウムイオンを取り込む「カリウムチャンネル」は開いていて、ナトリウムイオンは受け入れず、カリウムイオンのみを受容する仕組みとなっています。これを細胞膜の選択的透過性といいます。この仕組みのため、平常、細胞の中にはカリウムイオンが多く、外にはナトリウムイオンが多く存在しています。通常イオンは濃度勾配に従って移動します。つまり、濃度が大きい方から小さい方へと移動する力が働きます。そのため、細胞内にたくさんあるカリウムイオンは、本来なら細胞の外へ出ていってしまいます。しかし、イオンはもう一つ、電位勾配に従って移動する性質があります。つまり、＋から－へ移動します。だから、細胞内が－ならば、今度は逆にカリウムイオンが細胞内へ入ろうとする力が働きます。この濃度勾配と電位勾配のバランスが釣り合った状態を膜電位（静止膜電位）といいます。膜電位は通常－60mvです。

· 活動電位
というわけで細胞は常に－60mvを保っているわけですが、興奮が入力されるとこの状況が変化します。これを活動電位と呼びます。細胞に刺激が入力されると、普段は閉じているナトリウムチャンネルが一時的に開きます。これによってナトリウムイオンが細胞内へ流入（またカリウムイオンが細胞外へ流出）し細胞内が＋に荷電すると、さらに多くのナトリウムチャンネルが開きます。これを延々と繰り返していきますが、電位が＋40mvまで達すると、今度はナトリウムチャンネルがどんどん閉じていき、ついには通常の状態に戻ります。この＋40mvが活動電位です。
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　　刺激があまりに弱い場合、活動電位は発生しませんが、逆に刺激がどんなに強かろうと、活動電位が＋40mvを超えることはありません。つまり、ある一定の数値（＝閾値）以上の刺激を与えれば、必ず＋40mvの活動電位が発生します。これを全か無かの法則といいます。つまり電位の大きさから興奮の大きさを判断することは出来ないわけで、興奮の大きさは電位の発生頻度により判断することになります。

　　　活動電位が発生すると、その刺激を受けて隣の細胞にも活動電位が発生します。それを受けてさらに隣の…というように、バケツリレーの要領で、活動電位は軸索に沿って減衰せずに伝導していきます。

　　　またこれはあまり重要ではないのですが、神経には髄鞘というもので覆われた有髄神経と、覆われていない無髄神経の二種類があります。髄鞘は絶縁体の役割を果たしていて、有髄神経においては、髄鞘に覆われた部分をジャンプして電気が移動することになります。これを跳躍伝導といいます。このため、有髄神経は無髄神経より伝導のスピードが速まります。
· シナプス伝達
と、ニューロンの内部ではこのようにして刺激が伝えられるわけですが、異なるニューロンの間では伝達の方法が異なります。電気刺激ではなく神経伝達物質という化学物質によって刺激の伝達が行われるのです。このため、電気による伝導ではできないような複雑な情報処理が可能となります。（たとえば、先方の細胞の興奮を受けて、後方の細胞では興奮を抑制するなど）。以下、その過程を説明します。

興奮がシナプス（神経細胞同士が結合する部位）にまで達すると、カルシウムイオンが膜内に流入する。すると、神経伝達物質を膜内に含んだシナプス小胞が細胞膜の内部に接着して破裂し、神経伝達物質がシナプス間隙（シナプスとシナプスの間）に放出される。放出された神経伝達物質は後細胞の受容体に結合し、それを受けて後細胞に活動電位が発生する。
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注意：ニューロン内部での伝導は両方向性だが、シナプス間での伝達は一方通行である。

　　　何気なく使い分けているが、ニューロン内部では伝導、シナプス間では伝達という。

測定（第４講）
· 物理量と心理量

物理量＝外界での量、物理的な観測装置で用意に測定可能。たとえば膜電位なども

電圧計で測定可能なので物理量である。

　　 心理量＝心的体験の量。測定は困難。例えばヒマワリを見たとき、我々が認識してい

　　　　　　 るヒマワリ（知覚像）と現実のヒマワリ（視覚刺激）との間には違いがある

だろうが、それを測定するのは困難である。そのため、心理量の測定はあくまでごく単純な刺激（たとえば豆電球の光など）に限定して行われる。
· 検出閾…「感知できる」感知できない」を分ける限界の物理量

　　　　　　　＝感知できる割合が５０％となる物理量
たとえば、正常な人にある強さの光（光量Pとする）を一定回数見せ、感知できた回数が全体の５０％になれば、強さPの光が検出閾となる。検出閾が大きいほど感度が低く、検出閾が小さいほど感度が高いということになる。
· なお、これらの測定にはいくつかの方法がある。たとえば、恒常法はいくつかの強度の光を全くランダムな順番で繰り返し出し、その都度「見える」「見えない」を判定させる。他に階段法、調整法などの方法がある。

· 主観的等価点…ある刺激（＝標準刺激）と同じに感じられる刺激の物理量

　　　　　　　　　＝「標準刺激より強い」と判断する割合が５０％となる物理量

　　 例えば、左視野にある強さの光（これを標準刺激とする）を、右視野に様々な強さの

　　 光（比較刺激）を見せる。「比較刺激が標準刺激より強い」と判断した割合が全体の

　　 ５０％となる比較刺激の強さが主観的等価点である。

· 弁別閾…標準刺激との違いが分かるか分からないかぎりぎりの物理量の違い
　　　　　　 ＝「標準刺激より強い」と判断する割合が７５％（２５％）となる物理量と、主観的等価点の差分。

　　 測定の方法は主観的等価点と同じ。

　　 ７５％の点と比べた場合と、２５％の点と比べた場合の２通りが存在する。

下線で強調したように、値ではなく領域を示す言葉であり、「広い」「狭い」と形容する。弁別閾が広ければ感度が高く、狭ければ感度が低いということになる。
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· ウェーバーの法則

…弁別閾は標準刺激の大きさに比例するという法則。

　　たとえば我々は５ｋｇの重りと１０ｋｇの重りは簡単に区別することができるが、

　　５０ｋｇのものと５５ｋｇのものを区別することは難しい。ウェーバーの法則はこれを数値化したものである。

	弁別閾＝ΔI　標準刺激＝Iとすると、

ΔI＝ＫＩ　（Ｋは比例定数）


　

· フェヒナーの法則

　 …ウェーバーの法則を発展させ、感覚を数値によって表そうとする。

　　 すなわち、「刺激がＫ倍分（弁別閾分）増える」（＝「弁別できるようになる」）ことを、「感覚量が１上がる」と表現した。

　　 例えば、K=0.3の場合、重さと感覚量の表のようになる。

　　 （50g=感覚0とする）

	重さ
	感覚

	50
	0

	65
	1

	84.5
	2

	109.85
	3


　　　

この関係をグラフにすると次のようになる。
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　　　感覚量と刺激量との関係は対数関数を描くことがわかる。

　　　すなわち、感覚量は刺激量の対数に比例する。

　　　これを公式化すると以下のようになる。

　　
　　　　　
	　感覚量＝ψとすると、

ψ＝ｃlog I　（cは比例定数）


· マグニチュード測定法

…スティーブンスによる実験の方法。被験者に実際に感覚の大きさを主観的に答えさせることで、フェヒナーの法則を検証した。

　その結果は次のグラフのようになった。


左のグラフを見ると、音の大きさや明るさは対数関数　　のグラフとほぼ同形だが、電気ショックや音の長さのグラフはまったくそれとは異なっていて、フェヒナーの法則が万能でないことがわかった。この結果から、スティーブンスはスティーブンスの法則を提案した。

余談だが、音の大きさの感覚量は上記のようにほぼ対数関数と一致するため、騒音レベルを表す単位である「デシベル」は音圧の対数が用いられており、我々の感覚に適合したものとなっている。

· スティーブンの法則（＝スティーブンのべき法則）

…感覚の量は、刺激量のm乗に比例する。（mは刺激の種類によって異なる）

	ψ＝a×Iのｍ乗（aは比例定数）
logψ=log a＋m log I（上の式と同値）


たとえばm=3.5とすると上の図の「電気ショック」のグラフが、m=1.1とすると「音

の長さ」のグラフが説明できる。

その実験の方法があまりに主観的であるため批判も多い。

なお、「べき法則」の「べき」とは「べき乗」の「べき」である。

知覚（第５講）
· 刺激

　　　　　　　　　　外界

　　　　　　　刺激　↓　↑　反応　

　　　　　　　　　　生活体…認知

	実験

・全体野：オレンジ色のピンポン玉を目にずっとつける（つまり、全視野がオレンジ色になる）と、だんだんオレンジ色を感じなくなり、灰色に見えるようになる。

・静止網膜画像実験：常に網膜の一か所に同じ画像を映し続けるとその画像の知覚は無くなる（見えなくなる）。

・感覚遮断実験：一切の感覚を遮断すると、被験者は数時間で耐えられなくなる。

これらの実験は、刺激に変化がなければ刺激を知覚することができなくなること、生活体には変化が不可欠であることを示唆している。


· 感覚モダリティ

　　…感覚の数種類の属性のこと。

· 視覚／聴覚／嗅覚／味覚／皮膚感覚／運動感覚／平衡感覚／内蔵感覚

皮膚感覚と運動感覚を合わせて体性感覚と呼ぶ。

内臓感覚とは内臓の状態を感知するための感覚で、例えば吐き気などである。

· 視覚
・角膜：光の屈折

・水晶体：光の屈折の微調整

・網膜：スクリーンの役割

網膜内部の視細胞で光刺激が電気信号に変換される。

　視細胞には錐体細胞と桿体細胞の二種類がある。

・錐体細胞…明所で働く。赤・青・緑の三種類があり、色の区別が可能。網膜の中心に存在。

　・桿体細胞…暗所で働く。色の区別は不可能。

錐体細胞と桿体細胞の分布図
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· 聴覚

　　　　　　外耳道→鼓膜（空気の振動で震える）→ツチ骨、キヌタ骨、アブミ骨（振動を物理的に伝達）→蝸牛（内部は液体が満たされ、有毛細胞の植わった基底膜が存在する。振動が伝わるとこの毛が揺れることで刺激が受容され、電気信号へ変換される。音の高さは、揺れた毛の位置によって判別することが出来る）→神経



　

· 体性感覚…皮膚感覚／運動感覚

· 皮膚感覚…皮膚内部の様々な受容体が様々な種類の刺激を感じ取る

　　　　　圧受容器（特定の圧力に感度を持つ）、温受容器（温度を知覚）、

　　　　　痛覚受容器

· 運動感覚…自分の身体の各部がどのような動きをしているのかを感じ取る（たとえ

　　　　　ば現在自分の腕がどこにあるか、間接がどう曲がっているかなど）

　　　　　筋肉内部に存在する筋紡錘というセンサーが筋肉の緊張、弛緩を感じ

　　　　　とり、脳に情報を送っている。

· 体性化…人間の脳は、視覚情報をまとまりのある「よい形」（＝ゲシュタルト）に解釈

　　　　する。このような働きによって、少ない情報からでも外界の様子を知るこ

　　　　とができる。

· 主観的輪郭
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　左の図においては存在しないはずの三角形が、右の図においては存在し

ないはずの曲線がそれぞれ見える。

・群化の要因



近いものを一まとまりと見なす、閉じたものを一まとまりと見なす、など…

上記のような要因を調べていくのがゲシュタルト心理学である。

· エイムズの部屋

　　　　右の写真の部屋は奥行きや高さが歪まされ

　　　　ていて、大人と子供の身長が同じであるよう

　　　　に見える。

· 恒常性

人間の脳は、物の大きさや形は不変であると解釈し、たとえ網膜上の大きさや形が変化しても、実際にその通り物が変化したのだとは考えない、という性質。

· 形の恒常性…網膜に映る物体像の変化も、実際に変化している証拠が存在しない

　　　　　　限り、立体的な物の動作としてとらえる

　例：回転する一枚の板は常に網膜上に映る姿を変えているが、人はそれを

　　　同じ一枚の板であると解釈する

· 明るさの恒常性…明るさにかかわらず形／色は不変なものととらえる

　　　　　　　　実際には明るいところで見る場合と暗いところで見る場合では

　　　　　　　　違う色が見えているはずである。

· エンメルトの法則…網膜上の大きさが一定であれば、見かけ上の大きさは距離に比
　　　　　　　 例して変わる。

例：強い光を見たあとでスクリーンなどの面を見ると光の残像が映る。

　　この残像の網膜上の大きさは、元の光の大きさであり一定のはずだが、

　　遠くの面をみたときはより大きく、近くの面を見たときはより小さく

　　残像が知覚される。

· 視覚と聴覚

　…視覚は空間解析度が高く、聴覚は空間解析度が低い

　　　　そのため、視覚と聴覚に矛盾が生じた場合は視覚優位の統合が行われる。

· マガーク効果…「Ba」と発音している映像を見ながら「Da」の音を聞かせる

　　　　　　　と「Ba」と発音しているように聞こえてしまう

· 視覚キャプチャー…映画をみたとき、全ての音が一つの音源から発せられていたと

　　　　　　　　　しても、映画の中のそれぞれの人物から声が発せられている

　　　　　　　　　ように感じる。

（今年度は授業時間の関係でここまでで授業が終わりましたが、一応過去のシケプリを参考にして、以降の内容も書いておきます）

· 知覚と運動

環境の中での適応的行動…自発的運動＋感覚情報アップデートが重要

Ex:視覚的断崖実験
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自発的な運動を行う赤ちゃん(6ヶ月～)→断崖の手前で止まりそこで泣き出したりする。

自発的な運動行わない段階の赤ちゃん→断崖側のガラスの上に置かれても反応しない

→危険な状況下で恐怖を感じるという適応行動が成立しているか否かの違いが現れる
· 可塑性

視覚運動協応・・・成人でも再学習できる。

左右反転逆さメガネ（視覚が左右逆転・逆さまになる）をかけて生活をすると、２週間ほどで適応し、普通に生活できるようになる。

認知（第６講）

…我々の見る世界は実際の世界とは違うのだというお話。
· 奥行き手がかり
· 網膜像は２次元のため、奥行き次元の推定が必要
→複数の手がかりの組み合わせで立体を見る

[image: image14.png]BTEQFA

i £
T

wit g

vcen ek i
DT SHONE AN





調節…レンズの厚みの変化から奥行きを測定

輻輳…寄り目、離れ目の度合いから奥行きを測定

両眼視差…左右の目の視界のずれから奥行きを推定

· 物体認識
…物体を部分に分けてとらえ、記憶の中にある数種類の雛型と照合する

ことで認識。
· 円柱理論…物体を円柱の集合として捉えているという考え方。

 →これならば何種類もの雛型を用意する必要はない。
· 失認

…何らかの要因（主に脳の損傷）により、認知が不可能になること。

· 半側空間無視…左右どちらかの脳が損傷することで、

片側の視野が認知できなくなる。

　　　（たとえば模写をやらせると、絵の片側しか模写しない）

· 視覚性物体失認…脳の中枢を損傷することで、見ることが出来ても

　　　　　　　　　 それが何を意味しているか分からなくなる。

　（たとえば鶏の絵をそっくりに模写することは出来るが、それが鶏を描いたものであることがわからない）
· 相貌失認…人の顔の判別が出来なくなる

（たとえば医者が患者と向かい合いながら自分の写真を見せても、

　それが医者の写真であることが患者には分からない）

以上の例は、「みる」と「わかる」は異なる認知過程だということを示している。

· 補完…隠れたものを補って認知
· アモーダル補完

…遮断物があると遮断されたものを自動的に補完する。
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· 連続聴
…途切れた連続音の間にノイズを入れると一続きの音と認識する。
· 心的イメージ
　　…直接の感覚入力がなくても、人は心の中でイメージを作ることが出来る。

· 心的回転…頭の中で目の前の物体の回転する様子をイメージできる。


・心的走査


· スキーマ
　…事物・事象についてあらかじめ持っている知識のこと。

　　認識・行動のための「文脈」として働き、これを共有しているからこそ、

　　我々の社会生活は成り立っている。社会・文化によってその内容は異なる。

· スクリプト

…時系列によって体制化されたスキーマ。我々が普段行動する際、「脚本」として働く。たとえば我々が食事をする際、「席に座る」「注文する」「食事をする」「支払いをする」などの行動は誰に要請するでもなく行われる。これらの行動は全て「脚本」に従っているのであり、日常あらゆる場面にスクリプトが存在する。
· 推論

…スキーマによる認識は推論の助け（＝日常的演繹）にも、妨げ（＝機能的固着）にもなる。

· 洞察

　　…これまで、問題の解決は様々な試行錯誤の積み重ねによって

段階的に成り立つものと考えられていたが、

必ずしもそうではなく、突然の思いつきが重要な役割を

果たしていることがわかった。

ただし、突然の思いつきといっても偶然によるものではなく、

準備期間が必ず存在する。

ちなみに発見に伴う感動体験がaha!体験である。

　　発見の段階

　　　準備期（情報を収集）→孵卵期（解決の手がかりが現れるのを待つ）→

　　　啓示期（突然、解決の方法をひらめく）→検証期（その方法を検証する）

　　Ex：天井にバナナがぶら下がっている。サルはそれを見つけても

　　　　しばらくの間何もしようとしないが、突然、台を重ねて棒を使って

　　　　バナナを取ることが出来るようになる。

　　Ex：風呂に入って浮力の原理を発見し、裸で走り回ったアルキメデス

意識（第７講）
· 意識の三様相

…意識には３つの次元がある。

· 覚醒…目覚めて活動している状態。

· 気づき…何かにか気づくか気づかないか、注意を払える状態

· 自意識…自分が自分であることがわかる状態

　　以下、それぞれについて解説する。
· 睡眠段階

…脳波による分類。

・覚醒時、活動中…β波（14~30Hz）　集中時はγ波（30Hz~）

· 睡眠段階１　α波（8~13Hz）→不規則徐波

…本人は起きているつもりだが、客観的に見ると寝ている状態。

　ときにいびきを伴う。

　なお、α波はボーっとしているときや

リラックスしているときにも計測される。

・睡眠段階２　低振幅徐波＋紡錘波

・睡眠段階３　δ波（0.5~3Hz）　※4Hz~はθ波と呼ぶ

・睡眠段階４　大振幅徐波

· REM睡眠

…上記のどの段階にも分類されない、寝ているのに起きているときの脳波

　が出ている状態。REMとはRapid Eye Movementの略で、

急速眼球運動を伴うことから。他に骨格筋の弛緩や脳血流の増加が

観測される。また、夢を見ることが多い。

　　　REM→１→２→３→４→REMの周期を約一時間半で繰り返す。
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· ナルコレプシー…普通に起きて活動しているのに

突如REM睡眠の状態になってしまう病気。

睡眠の統御機能故障が原因とみられている。

· 注意…一部を選択し意識を集中する。

常に全ての感覚を認知しているわけではない。

　　・注意のスポットライト

　　　…全ての特徴を同時に調べることは出来ないため、

　　　　ある特徴ごとにスポットライトを当てていく。

・視覚的探索

· 
　　　　

①特徴探索

…一つの特徴による探索

左図において、緑の文字を探す→注意のいらない課題

　　　　　②結合探索

　　　　　　…二つ以上の特徴による探索

　　　　　　　右図において「緑のＬ」を探す。

　　　　　　　このとき、注意のスポットライトはまず色に向けられ、

　　　　　　　次に形に向けられることになるので、時間がかかる。

· 不注意

…意識していない対象が変化しても気づかない


Ex：網膜上、視野の周辺の画像はぼやけている。

　　（無意識に補完が行われている）

· 実行機能

…ルールを意識して秩序立てて課題を遂行すること。

　前頭連合野が破壊された患者はこれらの遂行が困難であり、

　前頭連合野に意識主体が存在する可能性を示唆している。

　以下は課題の例

· n-バック課題

　アルファベットをランダムに表示し、n個前に表示されたものと

同じものが表示されたときのみ反応する、という課題。

nの数値が大きいほど困難。

· ハノイの塔
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　　「小さいものに大きいものを重ねてはいけない」というルールのもと、

　　大小関係を保ったまま一番右の棒に塔を移す。

· 自己順序づけ課題

例えば「犬・馬・猫・熊・野菜・羊」という単語が、

毎回位置関係をシャッフルして表示される。

これをシャッフルに惑わされずに、「犬→馬→猫→熊→野菜→羊」

の順番で指さす。

· ウィスコンシン・カード分類課題

「１、２、３、４」の四通りの数字と、

「丸・三角・四角・星」の四通りの図形が描かれた、

「赤・青・黄・緑」の四通りの色の、

計６４通りのカードがある。

これを被験者にある一定のルールに基づいて分類させるが、
そのルールは被験者に教えない。

ただ間違った分類をしたときは医者が指摘する。

数回の試行で、被験者はルールを把握するが、

そこで突然、被験者に無断でルールを変更する。

このとき、健常者は数回の試行で新しいルールに対応するが、

連合野損傷患者はルールの変化になかなか対応できず、

最初に見つけたルールに固執する。

· ストループ課題

　あかきいろあおのように色名と実際の色が異なる文字の色を読み上げていく
· メタ認知

· 一次表象作用（認知）…事象を認知している

· 二次表象作用（メタ認知）…「（自分、あるいは他者が）事象を認知している」ことを認知している。乳児には不可能であり、自我の目覚めに関連している。

· 「心の理論」

…他者の心を理解する働き。３歳児以前はできない。

· ３つ山問題
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　…上記のような状況で、Ａ君（三歳児未満）に

「Ｃ君から見て×印はどこにある？」と尋ねると、

Ａ君は「左側」と答える。他者視点が想定できないのである。

　　
· 誤信念課題
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　上のような課題に対し、三歳児未満の子供は「ハコ」と答えてしまう。

　自分だけしか知らないはずの手がかりに基づいて答えてしまうのである。
学習（第８講）
· 慣れ、鋭敏化

· 学習：経験により行動が変化

· 記憶：過去の経験の効果を保持

· 非連合学習

①慣れ…繰り返し刺激により反応が減少

Ex：アメフラシに水をかけるとエラを引っ込める

　　　　　 →何度も繰り返すと引っ込めなくなる

　　　 Ex：乳児にＡを見せ続けたあとでＢを見せると驚いた反応を見せる

　　　　　 これは乳児がＡとＢの区別が出来ることの証拠となるため、

　　　　　 乳児の心理実験によく利用される。

　 ②鋭敏化…繰り返し刺激により反応が増加

　 Ex：アメフラシに電気刺激を繰り返し与えると、

　　　 だんだん反応が大きくなる

　　　 →最初は事態を把握していないが、回数を重ねるうちに

　　　　 脅威を認識するようになる

· 連合学習…古典的条件づけ、オペラント条件づけ

　　　 　　　　　以下、これについての解説。

· 古典的条件づけ

条件刺激（CS=Conditioned Stimulus）…条件づけにより反応を呼び起こす刺激

無条件刺激（UCS=Unconditioned Stimulus）…無条件で反応を呼び起こす刺激

条件反応（CR）…条件刺激による反応。

　　　　　　　　 条件刺激と無条件刺激を対呈示することで形成される。

　
　
・条件付けには予報性が重要。

　　　音と刺激を…同時に出す→条件付け成立

　　　　　　　　…ランダムに出す→条件付け成立せず

　　　　　　　　…３０秒以内の間隔で出す→条件付け成立

· 消去／般化／分化

· 消去…条件反応成立後、条件反応だけ呈示して、無条件反応を出さない、

　　　　 ということを繰り返すと、条件づけは消去される。

・ 般化…条件刺激に近い刺激にも反応を示すようになる。例えば、ある高さの音を条件刺激として条件付けを行った場合、条件刺激と高さは近いが違う音にも条件反応を生じる。条件刺激の音の高さを山の頂点として、高く(低く)なるにつれ反応も鈍くなっていく（＝般化勾配）。
· 分化…例えば、ある高さの音＋は無条件刺激とともに呈示し、

それと微妙に異なる高さの音－は無条件刺激とともには

呈示しないとする。すると最初は－に対しても反応を

示してしまうが、段々＋にしか反応しなくなり、＋と－を

弁別できるようになる。
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· オペラント条件づけ

特定の行動に強化子（報酬／罰）を与える

→自発的な行動の受容（例：調教）

　ある行動に対し…報酬を与える→行動回数が増加する

　　　　　　　　　　　罰を与える→行動回数が減少する

　　　　　　　　　　　無視→消去される

· スキナー箱

…オペラント条件付けの実験のため、スキナーがつくった装置。
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　　明かりがついたとき（条件）にネズミがレバーを下げる（行動）と、餌が与えられる（強化子）。

　　すると、明かりがついたときにレバーを下げる回数が増加する。

　　この装置を用いて、次の強化スケジュールについて実験を行う。

· 強化スケジュール

　…強化子の配分の方法。強化子を毎回の行動に与えることを全強化というが、

　　全強化でなくては強化が成立しないわけではない。部分的に強化子を

　　与えることは部分強化と呼ぶ。

　　以下、色々な方法で部分強化を行い、どのような強化スケジュールで

　　効率よく強化が行われるかを確かめる。

· 固定比率（FR）…一定回数の行動に対し強化子を与える

　　　　　　　　　　（１００回レバーを引いたら一回餌を与える）

　　　　　　　　　　Ex：ポイントカード

· 変動比率（VR）…N回の反応に対し強化子を与える（Nは変数）

　　　　　　　　　　Ex：パチンコ、ギャンブル

· 固定間隔（Fl）…直前の反応から一定時間後に強化子を与える

　　　　　　　　　　（１００分に一回、レバーを引けば餌が貰える）

　　　　　　　　　　Ex：タイムサービス

· 変動間隔（Vl）…直前の反応からT秒後に強化子を与える（Tは変数）

　　　　　　　　　　Ex：ポストを見る


· 消去抵抗

…学習した反応の消えにくさ：VR＞FR＞VI＞FI

· 脳内自己刺激

…特定の強化子がなくても、行動の達成によって脳内の「報酬系」に

　快感が生まれ、強化が行われる場合がある。

Ex：覚醒剤


· 潜在学習

…報酬がなくとも潜在的に学習は行われているということ。

　ネズミに迷路を歩かせ、途中道を誤った回数を記録し、

　これを何度も繰り返す。

　ゴールに餌を用意した場合（Ⅰ群）はそれがない場合（Ⅱ群）よりも、

　誤り回数が減る速度が速い。

　次に第Ⅲ群を用意し、最初は餌を与えないが、途中から餌を与える

　ようにする。

　このとき、学習が始まるのは餌が置かれ始めてからのはずだから、

　下図の点線で示されたような曲線を描くことが予想されたが、

実際には実線で示したような曲線を描いた。

これは、実は餌が用意されていなかったときも潜在的に学習が

行われていたことを示している。
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· 技能学習

…トレーニングによる運動技能の修得には、

対呈示や強化子は関係なく、これまでとは違うメカニズムが働いている。

· 運動技能の習得過程

認知（技能を学ぶ）

→連合＝フィードバック（何度も繰り返して練習）

→自律＝プログラム（脳内にプログラムが形成され、

　　　　　　　　　　意識せずとも出来るようになる）

　　　運動技能の他に、鏡映描写（鏡を見ながら図形を描く）なども

　　　このような過程で修得されることがわかっている。

記憶（第９講）

· 符号化・貯蔵・検索

· 符号化（記銘）…情報を取り込む＝覚える

　　　　　　　　　 知覚表象から記憶表象への変換

　　　　　　　　　（つまり、覚えやすい形に置き換えて覚える）

· 貯蔵（保持）…情報を貯めておく＝覚えておく

· 検索（想起）…記憶から取り出す＝思い出す

これらは同一のプロセスのようにも思えるが、それぞれ固有の障害がある

（例えば検索だけが出来なくなる病気など）

このことはそれぞれ独立したプロセスであることを示している。
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· リハーサル

…本来数秒間しか保持できない短期記憶を、心の中で復唱する

　ことで、数十秒間保持できるようにすること。

· 二重記憶モデル

· 短期記憶…数秒間だけ保持

　　　　　　 リハーサルを繰り返すことで長期記憶に変化する。

· 長期記憶…数分〜数十年にわたり保持

・系列位置効果

　…被験者数名に、一秒に一回のスピードで三十個の単語を見せ、どの

　　単語を覚えている割合が高いかを調べる。
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　　系列位置とは、「何番目に表示された単語か」ということである。

　　上のグラフを見ると、最初の方の単語と最後の方の単語が、再成率が

　　高いことがわかる。

　　最初の方に出た単語が記憶しやすくなる現象を初頭効果といい、これ

　　は、最初の方に出た単語は自然とリハーサルの回数が多くなること

から起こる現象である。

最後の方に出た単語が記憶しやすくなる現象を親近効果といい、

これは、最後の方に出た単語はまだ短期記憶として保持されている

ために起こる現象である。

　 
保持曲線…無意味な文字列を記憶しリハーサルさせない状況の後、正答率を調べる
　　　　　　　　→時間が経つごとに正答率低下
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· 記憶容量

短期記憶の容量は７±２.

電話番号の桁数はこれに合わされている。

ただし、14142135617320508223620679のような数字は、

７桁を大きく超えているが覚えることが出来る。

ルート２、ルート３、ルート５を並べたものだからである。

つまり、７±２とは絶対的な個数ではなく、「意味のあるまとまり」の

個数である。これを表す単位をチャンクという。

つまり、短期記憶の容量は７±２チャンクということになる。

長期記憶の容量は無制限である。

· チャンキング

…何かを覚える際に、意味のあるまとまりに分ける行為。

  記憶の練習を積むことで、チャンキングの効率が増し、

　一度に記憶できる範囲が大きくなっていく。

· 感覚情報保存

・感覚記憶

　　　…何の処理も加えられず、提示されたままに一瞬だけ保存される記憶。

　　　　　　視覚においてはアイコニックメモリー、

聴覚においてはエコイックメモリーと呼ぶ。

　　　　つまり、本当に一瞬だけなら、見たままの画像、聞いたままの音声を

　　　　思い出せるということ。

　　　　この検証に用いられたのが部分報告法である。

　　　　７±２チャンクを超えたアルファベットの羅列を見せられてから

　　　　そのアルファベットの全てを答えさせようとして（全体報告法）も

もちろん答えることは出来ない。

　　　　これは、答えている間に感覚記憶が失われてしまうからだと考えた。

　　　　そこで、見せたあとで、「どこどこには何が書いてあった？」などの

一部分についてのみ聞くのが部分報告法である。

これを繰り返すと、段階的に全てのアルファベットを答えることが

出来た。つまり、一瞬の間は、アルファベットの羅列がそのまま

画像として記憶できていたということである。

· 再認・再生・再学習

· 再認…「前にこれを見た」とわかること

· 再生…「前に見たのは何か」が言えること

· 再学習…前よりも容易に学習できること
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· ＴＯＴ（tip of the tongue）現象

　　…「喉まで出かかっている」のに思い出せない、という現象。

· ＦＯＫ (feeling of knowing)現象

　…一度も経験したことのないものを経験したことがあるように

　　感じる現象。いわゆるデジャブ。

　　現在見ている状況と似たような神経パターンが脳内に

　　存在しているために起こる現象とされる。

· プライミング

…以前に見たものの認知的処理が促進される。


被験者に上のような語群を見せて、少し時間を経過させる。

被験者が語群に何が書いてあったか思い出せなくなった頃に、

Ａ○Ｉ○Ａ○

Ｃ○Ｍ○Ｒ○

　　　

上のような虫食い問題を解かせると、何も見せてなかった場合より

正答率が上がる。答えはAnimal,Cameraであり、ともに語群にあった

単語である。
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また、Yieldという単語を見せたあとだと、上のような状態の文字でも

ちゃんと読むことが出来るようになる。

この働きはサブリミナルなどに利用されている。

· 海馬

…大脳辺縁系にある組織。これを切除すると、過去の記憶は思い出せるが、

新しいことを一切覚えられなくなってしまうので、符号化に関与すると

見られている。
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· シナプス可塑性

…神経連絡路は使うものほど強くなる。

　ただし、ニューロンの数が増えるのではなく、伝達効率が上がったり、

連絡回路であるシナプスの数が増えることによる。

· 長期増強…ニューロンＡからＢの回路に強い電気刺激を数回与えると、

　　　　　　 ＡからＢの伝達効率が長期にわたり上がる。

　　　　　　 増強は驚くほど簡単に成立してしまうのである。

· 形態的可塑性…増強が行われると、ニューロンの形に変化が現れ、

シナプスが増加する場合がある。

このようにして記憶力は発達していく。

以下は例によって時間の関係で今期は触れなかったところです。

· 記憶の変容

· 記憶はつくられる…ある記憶について会話するうちに、

　　　　　　　　　　　無意識に記憶がすり替わってしまう現象。

　　　　　　　　　　　例：事件の目撃者の証言　等

　　

· フラッシュバルブ記憶

　　過去の強烈な出来事の時の自分についての記憶は鮮明なようだが、

　　他の時期の記憶が刷り込まれていることがある。

　　例：９．１１テロの日の自分の記憶　等

言語（第１０講）

· コミュニケーション行動

…信号の発信・受信→言語の萌芽

　相手に情報を伝えるだけでなく、

相手に情動を喚起させることに目的がある。

Ex:ミツバチのダンス（餌場を知らせる）、鳥のさえずり、

トゲウオの求愛行動（ジグザグダンス）、虫の羽音、

ヒトの表情（文化的に規定されているのではなく、この表情は

　　　　　　どんな感情をあらわしている、というのは

　　　　　　だいたい全世界共通である）

· 類人猿のシンボル操作

チンパンジー

…喉の構造上音声言語は使えないが、手話や図形記号の操作は可能。

　しかし、人間の子供と比べると語彙は少なく、

　複文を作ることは出来ない。

· 産出と理解

· 言語…人間に固有の通信機能。

　送信者(言語の産出)－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－→受信者(言語の理解)

Production                媒体：音響信号　　　　　　　　　　　　comprehension

· 音声…物理的な空気の振動。

· 音韻…心理的な音。心の中で想定されている音。

　 発話とは音韻を音声に変換する作業であり、それを聞き取ることは

　 音声を音韻に翻訳する作業である。

例えば子供が「captain」というのと成人男性が「captain」というのでは

音声は全く異なるが、同じ音韻であるということになる。

· 音声

声帯の振動→調音器官（舌や顎）による共鳴・減衰

→特定の倍音成分（周波数が倍になるところ）の強調

· フォルマント

…強調された倍音成分のこと。
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　フォルマントの移動の仕方によって子音が決定され、

　フォルマントの位置によって母音が決定される。
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　　　　つまり、機械に音を聞かせ、フォルマントの位置と移動の仕方を

　　　　判断させれば、機械も音を区別できることになるが、実際、各音

　　　　領域には重なる部分があるため（「ア」と「エ」の中間のような音

　　　　が存在するため）難しい。では、人間はどうやって音を判別して

いるのか？それは以下で明らかになっていく。

· 音韻

· 音素

　…心理的な音の最小単位。

たとえば、日本語の「ん」は正確にはn, m, ŋの３つの音であるが、

日本語話者は聞き取る際にこれらを意識して区別しないので、

nというただ一つの音素となる。

一方英語など他の言語ではこの３つを区別するので、

n, m, ŋの３種の音素ということになる。

· 音声信号のカテゴリー弁別

…人間は、音声信号をカテゴリーに分けて捉え、二つのカテゴリー両方に入る音声信号は認めないということ。

　　　　 例えば、「バ」という音と「パ」という音は、唇を破裂させてから

　　　　実際に発声するまでの時間で区別される。ということは、その時間を

　　　　機械的に調節すれば、「バ」と「パ」の中間の音を作り出すことが

出来るわけである。このような方法を使って、「バ」の音から段々と

「パ」に近づけていき、被験者に「バ」か「パ」か判断させるという

実験を行った。すると、発声までの時間がある値に達したとき、

ほとんどの被験者が「パ」の音であると判断するようになった。

それより短い時間の音では必ず「バ」と判断され、それより長い時

間の音では必ず「パ」と判断される。つまり、人間の心理は、

本来境界がないはずのものに境界を引いていて、「『バ』でも

『パ』でもない音」を知覚することは出来ないのである。

· 音素の決定

…同じ「ア」という音でも、発音者によってだいぶ違う。

　ある人の発音する「オ」が、少し篭った声の人の「ア」で

　あるということもありうる。

　また、アメリカ英語とイギリス英語ではアクセントなどにも

　違いがあるが、それでも同じ言葉として聞くことが出来る。

　これは、個々人が音素の発声方法にある一定の構造を持っている

ためである。下はあるフランス語話者の音素の構造を

　模式化したものである。別のフランス語話者の構造を模式化すれば、

　全く違う図形が描かれることになる。
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· 統語解析

文の理解のためには要素間の関係（統語）の理解が必要。

· 中央埋め込み文

「黒い犬が灰色のネズミが黄色の蛇が白い猫を可愛いと感じたのを知っていると思った。」

The man who the woman who the student greeted criticized is a friend of mine.

　　　統語記憶に情報が入りきらないので、人間が理解するのは難しい文。

　　　機械ならば簡単に理解できる。

· 袋小路文

「黒い犬が灰色のネズミを食べた黄色の蛇に吠えた。」

The horse raced past the bam fell.

人間は逐次的に情報を処理しているので「食べた」まで聞いた段階で

それまでの情報を捨ててしまう。そのため、以降も文が続くと混乱する。

　・同音異義句…「かわいいネックレスをつけた女の子」

　　　　　　　　　　　　かわいいのはネックレスか？女の子か？

　　　　　　　　　　　　機械には判断できないが、人間は韻律を手がかりに

して判断できる場合がある。
· 韻律の手がかり

「あの／牛の小屋」「あの牛／の小屋」

前者の場合は「の」で上がってからずっと上がったままだが、

後者の場合は「の」で上がってから一端下がり、「し」で再び上がる。

· 言語野と失語症

　　　脳の特定の部位の損傷が失語と密接に関係している
　　　ブローカ野：左半球　下前頭回後部→運動失語？（話せない）
　　　ウェルニッケ野：左半球　上側頭回後部→感覚失語？（話せるが、意味をなさず、相手の言葉の意味も分からない）
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· 言語相対性仮説

「認知の内容は言語の性質により規定される」（サピア=ウォーフ仮説）

　つまり、言葉で区別できないものは区別できないということ。

　これが正しいとすると下記のホピ語の話者は飛行機と蜻蛉と飛行士を

　区別できないということになる。そんな馬鹿な。

　　　実証的な根拠はなく、現在はもっとゆるい仮説として

　　　「ある物が言葉で区別されるかどうかは、それがその文化によって、

　　　　どれだけ重要であるかを示している」というものが提唱されている。
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情動（第１１講）

· 動機づけと情動

　　…認知よりも原始的な作用。

[image: image34.png]SR

HEE
[N i)





· ホメオスタシス（恒常性）

身体状態（体温・水分・栄養など）を一定に保つこと。

視床下部で統御する。情動の動機づけの指標となる。

Ex:体温の低下を感知すると、脂肪の燃焼、血管の収縮で

　 体温を元に戻そうとする。

· 摂食・飲水

· 摂食中枢

…血糖値センサが血糖値の低下（＝空腹）を感知

　→グリコーゲン分解、「食べたい」という動機付け

※グリコーゲンは肝臓に貯蔵してある栄養。

· 満腹中枢

…血糖値センサが血糖値の増加（＝満腹）を感知

→グリコーゲン合成貯蔵、「食べたくない」という動機付け

· 水分調節中枢

…浸透圧センサが水分の不足を感知

→排尿抑制／「飲みたい」という動機付け


· 食行動の心理的要因

· 新奇恐怖

…知らないものは食べない。

· 味覚嫌悪

…食べて異常が発生したものは二度と食べない。


　　　この学習は一回で成立し、一度成立するとなかなか消去出来ないので、

　　　古典的条件づけのかなり特殊な例であるといえる。

· 食べる量は認知的に決める（満腹中枢により全て決まるのではない）

　 ストレスや意志、価値観の影響も大きい。


· 基本的情動

· 環境の好悪判断→情動の主観的体験・行動

情動の主観的体験とは、環境の変化に対して我々が抱く感情のこと。

適応的な行動をとるための道具に過ぎないともされる。

また、相手と言語以外のコミュニュケーションをとるための道具でも

あるとされる。表情を見れば相手がどのように感じているかがわかり、

それによって相手がどのような状況にあるかがわかるからである。

　　

Ex:主観的体験　　　　行動　　　　　機能

　　　　　恐れ　　　　　 逃走　　　　　護身

· 情動形成の理論

①素朴な考え方


身体反応は心的体験の結果

②ジェームズ・ランゲ説（抹消起源説）


心的体験は身体反応に基づく推論の結果

身体がブルブル震える→「このように身体が震えるということは、自分は恐れているんだろう」と推定→恐怖を感じる

③キャノン・バード説（中枢起源説）


知覚によって、身体反応と心的体験が別々に発生する

④シャクター説

知覚の内容から身体反応が発生する。心的体験の内容は周りの状況から

決定される。

実験　

　Ａグループの人は実験室に入る前に、実験室からやたら怒って出てくる

　人を見る。その後、実験室で「アドレナリンを注射します」と言われて

　アドレナリンを打たれる。このとき、Ａグループの人の実験に対する

　評価は普通である。

　Ｂグループの人は実験室に入る前に、実験室からやたら怒って出てくる

　人を見る。その後、実験室で「ビタミン剤を注射します」と言われて

　アドレナリンを打たれる。このとき、Ｂグループの人の実験に対する

　評価は非常に悪くなる。

　Ｃグループの人は実験室に入る前に、実験室からやたら浮かれた様子で踊りながら出てくる人を見る。その後、実験室で「ビタミン剤を注射します」と言われてアドレナリンを打たれる。このとき、Ｃグループの人の実験に対する評価は非常に良くなる。

　この実験では、「アドレナリンによる興奮」という同じ身体反応が発生したのにも関わらず、それぞれの行動文脈から、Ｂグループの人は「自分は怒っているのだ」、Ｃグループの人は「自分は喜んでいるのだ」と判断し、実際そのように感じてしまったわけである。シャクター説を裏付ける実験といえる。


· 扁桃体

…大脳辺縁系にある組織。恐れや情動に関与する。

　扁桃体を刺激された猫は、威嚇行動をとった。

　　　また性行動の抑制にも関与しており、扁桃体を破壊された猫は、犬や

　　　猿や鶏、果ては交尾中の他の猫にまで交尾を試みた。

　　　また扁桃体を破壊された猿は、恐れを感じなくなったため、

　　　非常に人間や他の猿に対して友好的になった。

· 親和動機づけ

子供の甘え行動

…親の情動的共感や養育的行動を誘引する

· 新生児模倣…親の行動を真似する

· 自発的微笑…ひとりでに笑う

これらは新生児の意志に基づくものではなく、親に育ててもらい種を存続させるための人間種レベルでの「戦略」のようなものといえる。

局在（第１２講）

· 心脳問題

…心と脳の関係を問う問題

一元論ＶＳ二元論

· 一元論（唯物論）

…脳活動が精神の正体であるとする説

①観念論…全ては精神的なものである

　②中性的一元論…未知の中性的実態の精神的現れと物理的現れ

　③消去的唯物論…精神は存在しない

　④創発主義的唯物論…精神＝創発的生物活動の集合

　⑤還元的唯物論（物理主義）…精神＝物理的諸状態の集合

　　　　　　　　　　　　　　　現在支配的な考え方

· 二元論

…脳と精神は別々に存在しているとする説

1 平行説…脳の中での現象と精神での現象は同時に発生している

2 随伴現象説…脳が精神を分泌する

3 アニミズム…精神が脳を操縦している

4 相互作用説（byデカルト）

…脳は精神の「基礎」ではあるが、前者は後者によって制御される

　　　 二元論は必ずしも今の科学で否定されているわけではない。

　　　 しかし、二元論を採用すると人間の心の動きは実験検証不可能と

　　　 いうことになるので、作業仮説としてよくない。

　　　 そのため、心理学の分野では一元論が採用されている。

　　全体論ＶＳ局在論

・全体論…脳は全体で一つの機能として働いている。

・局在論…脳の各部位が各々個別の機能を持つ。

全体論と局在論は長年たたかわされてきたが、科学の発達につれ

局在論が優勢になってきた。

· 大脳の機能局在

· 骨相学

…19世紀の似非化学。ある分野に秀でていると、脳の一部が肥大化して

　頭蓋骨の形が変わるので、頭蓋骨の形を比べれば脳のどの部分が何を

　担当しているか分かるとされた。

· 認知神経科学

 …ＭＲＩなどの装置を利用して、どんな活動をしているとき脳のどの

　 部分が活性化しているのかを見る。

· 脳科学の方法論

· 刺激法

…脳の特定の部位を刺激して、どのような変化が現れるか見る。

①電気刺激

②磁気刺激

　…ＴＭＳなどの装置を使用。

　　コイルで磁気を間接的に伝達するので、

脳に直接電極を刺す必要が無く、安全である。

· 破壊法

…脳の特定の部位を破壊して、どのような変化が現れるか見る。

①切除

②冷却

③症例研究

　…事故や脳梗塞で脳の一部を失った患者の症例を調べる。

· 記録法

①ニューロン活動記録

②脳波計測

③脳機能画像法
　…ＰＥＴ（放射線を利用するので、現在はあまり用いられない）や、

　　ＭＲＩを使用。

たとえば視覚刺激を受けたときの脳の様子がこのようであり、
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受けてないときの脳の様子がこのようであったとすれば、
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二つの図の重ならない部分が視覚を担当していることになる。
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· 体部位局在

· 一次体性感覚野

 …体性感覚の基本処理を行う。

· ソマトトピー

…身体の一局所に全身が投影される機能。

つまり、身体の各部位と、一次体性感覚野のうちどこがそれを受け持つかは

　　 一対一で対応しており、それもランダムに並んでいるのではなくて、

　　 鼻の感覚を受け持つのはこの領域、というように、連続性が保たれている

　　 ということ。

　　 そのため、以下のような対応図を描くことが出来る。
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　この図を立体化すると下図左のようになる。キモいよ。

[image: image39.jpg]



この図を見ると、手のひらや唇、舌が極端に大きい、つまりそれらの

部位の感覚に大きな領域が割かれていることがわかる。

生活に必要なこれらの部位は、他の部位に比べて格段に敏感に出来ている

ということである。これは次のような実験で実感できる。

箸の先を５mmほど離して手のひらに触ると、もちろん箸が二本あることが

わかる。しかし、同じことを背中で試すと、一本しかないように感じて

しまうのである。

　　

· 体性感覚の受容野

…一つのニューロンは、身体の中のある限られた部位に対して感覚を

　受容している。つまり、身体の一つの部位と一つのニューロンとが

　一対一に対応している。

· 視野再現

· 一次視覚野

…視覚の基本的処理を行う。

· レチノトピー

…視野の連続した場所は、一次視覚野内でも連続した場所によって

受容されている。


　　　　脳の内部では上下左右が逆転している。

· 視覚の受容野

　…一つのニューロンは、視野内のある一点の情報を司っている。

　　猫のニューロンを観察すると、スクリーンのある一点に光を映したときのみ

　　反応するニューロンが存在することが確認された。

　　

· 物体認識の局在性

· 側頭連合野

…物体認識の高度な処理を行う。

· 複雑な特徴選択性

　…ある複雑な図形にだけ応答する細胞が存在する。

· 顔ニューロン

…顔の形にのみ反応するニューロンも多種類存在する。

· おばあさん細胞

…では、複合的な特定の概念や対象物…例えばコップの形にだけ、

鉛筆の形にだけ、自分のおばあちゃんの顔にだけ反応する細胞と

いうものは存在するのだろうか？

　　もしおばあさん細胞が存在するとすれば、「目の形に反応する細胞」

　　「鼻の形に反応する細胞」「口の形に反応する細胞」からの情報を

　　統合し、「おばあさんか否か？」の判断を行っていることになる。

　　この仮説には以下のような以下のような反証が存在する。

1 もし一つ一つの対象物に対してニューロンが存在するとしたら、

我々の脳には無数のニューロンが存在することになるが、

実際はニューロンの数は限られている。

2 我々のニューロンは衝撃や飲酒により簡単に死滅する。

もし何かの拍子におばあさん細胞が死滅したら、

途端におばあさんの顔を忘れてしまうことになる。

脳がこのように故障に対応性のないものだとは考えにくい。

　　　　よって、「おばあさんの顔」のような複合的な対象物は、複数の細胞の

　　　　組み合わせによって記録されていると考えるのが一般的である。

· 高次機能の局在性

· 言語野…言語の処理

· 前頭連合野

　…知性の処理を行っているのではないかと目されている。

　　知性とは、問題解決・意思決定・人格・性格など。
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　　　　爆発事故により左鼻下から長さ１ｍの棒が貫通し、左目、右脳を損傷した

　　　　フィネアス・ゲージ氏は下品で粗暴な性格になり、落ち着いて物事を考える

　　　　ことが出来なくなってしまった。

　　　　またロボトミー手術（脳の一部を切除する手術）を受けた患者に

人格変化、無気力、抑制の欠如、衝動性などの症例が現れた例もある。
実験


　被験者にある二つの立体を見せ、「この二つの立体は回転させれば同じ立体になるか？」という課題を出す。すると、立体の回転角度が大きければ大きいほど回答に時間がかかった。つまり、心の中で実際に立体を回転させる作業を行って回答していることがわかる。





実験


　被験者にある島の地図を見せて記憶させる。そして、心の中で地図の中の「小屋」に意識を見つめさせたあとで、地図の中の他のものの位置を尋ねる。すると、尋ねたものが小屋から遠ければ遠いほど回答に時間がかかった。つまり、心の中で、小屋を基点として他のものを探す作業を実際に行って回答していることがわかる。





実験（ろうそく問題）


　問題


　「ろうそく、マッチ、糸、画鋲を使って燭台を作るにはどうすればいいか？」


　答え


　「マッチの箱を画鋲で刺し、蝋燭を乗せる」


この問題を難しく感じるのは、「マッチ箱はマッチを入れるものである」というスキーマが推論の妨げ（＝機能的固着）になっているからである。





実験（４枚カード問題）


　問題


　　Ｋ，Ａ、４、５と書かれた４枚のカードがある。


　　「カードの片面に母音が書かれていれば裏の数字は偶数である」ことを


　　確かめるにはどの二枚のカードをめくればいいか？


答え


　　命題とその対偶の真偽を調べればいいのだからＡと５をめくればよい。


↑このような問題に答えるのは難しい。では、次のような問題ならどうか？





　問題


　　密封された封筒（裏）、開いた封筒（表）、５０円切手の貼られた封筒（裏）、


　　４０円切手の貼られた封筒（裏）がある。


　　密封された封筒には５０円の切手を貼らなければならない。その通りになっているかどうかを確かめるにはどうすればいいのか？


↑こういう問題にすると内容が全く同じなのにも関わらず正答率が上がる。


　これは普段の経験がスキーマとして推論の助け（＝日常的演繹）に


なっているからである。








実験


　ボール遊びをしている映像を見せて、被験者にトスの回数を数えさせる。


　→映像の途中でゴリラが乱入して胸を叩いても気づかない。





実験　パブロフの犬


　ベルを鳴らしてから餌を与えることを繰り返すと、ベルを鳴らすだけで唾液を出すようになる。


この場合、ベルの音＝条件刺激


　　　　　餌＝無条件刺激


　　　　　餌を与えられたときに唾液を出すこと＝無条件反応


　　　　　ベルの音を出したときに唾液を出すこと＝条件反応





実験


　スキナー箱のネズミに対し、レバーを引いたとき、餌を与えるのは


　なく、報酬系を電気刺激することでも、レバー押し学習は成立した。
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実験


　二匹のネズミにサッカリンという人口甘味料を与える。ネズミＡには


　何もしないが、ネズミＢにはその後塩化リチウムの腹腔注射を行、


　体調不全、内臓不快感を発生させる。すると、ネズミＡはその後も


　サッカリンを飲み続けるが、ネズミＢは二度と飲まなくなる。








実験　「吊り橋効果」


　つり橋の上で異性と心理テストを行い、連絡先を渡すと、普通の


　橋の上でテストを行った場合よりも、連絡してくる被験者が多かった。


　この場合、つり橋の恐怖による興奮を、「異性といること」という


　行動文脈に誤ってラベル付けしてしまい、興奮を恋心に錯覚した


　のである。








